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司

年頭に際して
田西長町

年頭にあたって
登国池町議会議長

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ぎ
い
ま

す
。
心
気
一
新
、
町
民
皆
様
の
お
栄
え

を
心
か
ら
お
祝
い
申
上
げ
ま
す
。

石
油
問
題
を
始
め
、
予
想
外
の
経
済

変
動
の
ぎ
ざ
し
の
中
に
暮
れ
た
一
九
七

三
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
明
け
て
七
四

年
、
昭
和
四
十
九
年
は
我
々
日
本
民
族

の
す
ぐ
れ
た
英
知
を
結
集
し
て
明
る
く

希
望
に
満
ち
た
足
ど
り
を
た
ど
る
年
に

し
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
清
々
し
く

さ
わ
や
か
な
正
月
は
、
新
し
い
勇
気
と

希
望
を
ふ
る

い
起
す
す
ば

ら
し
く
尊
い

と
き
で
あ
る

こ
と
は
士
口
A寸

東
西
を
通
じ

て
変
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。

我
が
長
浜

町
も
公
私
す

へ
て
の
人
々

が
共
々
に
期
待
に
満
ち
た
歩
み
の
で
き

る
年
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

ま
す
。
特
に
臨
海
工
業
開
発
の
推
進
は

本
町
の
あ
ら
ゆ
る
歴
史
を
大
き
く
変

る
で
あ
ろ
う
そ
の
重
大
な
転
換
期
に

さ
し
か
か
っ
て
参
り
ま
す
。
す
べ
て
に

調
和
の
と
れ
た
楽
し
い
町
、
豊
か
な

町
、
美
し
い
町
に
す
る
た
め
の
努
力
が

特
に
大
切
な
年
に
な
る
で
あ
り
ま
し
ょ

う
。
私
ど
も
は
自
由
に
考
え
、
自
由
に

行
動
す
る
楽
し
さ
尊
さ
を
常
に
確
保
し

町
民
の
皆

様
明
け
ま
し

て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま

す
。
内
外
と

も
に
極
め
て

厳
し
い
諸
情

勢
で
は
あ
り

ま
す
が
、
こ

こ
に
四
十
九

年
の
新
春
を

迎
え
、
皆
様
方
の
御
健
勝
を
心
か
ら
お

喜
び
申
上
げ
ま
す
。
私
ど
も
町
議
会

一
同
改
選
後
初
の
新
年
を
つ
つ
が
な
く

迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
改
め
て
皆
様
方

の
御
厚
情
に
対
し
衷
心
よ
り
感
謝
を
申

上
げ
ま
す
。
顧
み
て
昨
年
は
「
激
動
の

七
十
年
代
」
を
象
徴
す
る
よ
う
に
、
国

際
間
題
に
、
ま
た
内
政
面
に
大
き
な
変

動
が
み
ら
れ
幾
多
の
重
要
な
課
題
が
四

十
九
年
に
持
ち
越
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
激
し
い
動
向
の
中
で
一

九
七
四
年
は
我
が
国
に
と
っ
て
も
、
又

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
さ
ら
に
大
き

な
試
練
の
年
で
あ
る
と
決
意
を
し
て
お

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
と
り
わ
け
物
価

の
異
状
な
経
済
状
勢
、
石
油
危
機
に
伴

な
う
国
の
総
需
要
抑
制
へ
の
急
激
な
政

策
転
換
な
ど
、
こ
の
影
響
、
変
化
に
対

処
し
、
本
町
が
そ
の
最
大
目
標
と
す
る

「
生
活
福
祉
」
行
政
の
根
本
的
指
向
、

す
な
わ
ち
長
浜
町
長
期
振
興
計
画
を
基

調
と
し
た
住
民
福
祉
の
基
盤
整
備
並
び

た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
最
良

の
自
由
の
維
持
確
保
に
は
大
き
な
努
力

と
、
お
互
い
が
一
心
同
体
に
な
れ
る
心

の
触
れ
合
い
、
温
か
い
思
い
や
り
が
必

要
な
こ
と
を
銘
記
し
て
お
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

物
資
不
足
、
物
価
高
が
叫
ば
れ
、
と

も
す
る
と
心
が
物
に
振
り
回
さ
れ
よ
う

と
す
る
今
日
こ
の
こ
ろ
を
考
え
て
み
ま

す
と
、
今
年
は
特
に
美
し
い
人
情
、
お

互
い
の
心
の
通
い
を
大
切
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
乱
れ
ず
着
実
な
歩
み
の
中

に
明
日
の
長
浜
町
を
飛
躍
的
な
発
展
へ

導
く
よ
ラ
心
機
を
一
転
さ
せ
よ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
私
に
と
っ
て
は
任
期

最
後
の
一
年
で
あ
り
、
特
別
の
感
慨
を

も
っ
て
皆
様
の
す
こ
や
か
な
御
繁
栄
を

願
い
、
悔
い
の
な
い
我
が
職
責
の
遂
行

を
決
意
し
て
、
心
一
杯
に
こ
の
新
年
を

祝
い
た
い
と
念
願
す
る
次
第
で
あ
り
ま

す。に
地
域
開
発
計
画
の
問
題
が
最
も
重
要

な
段
階
に
あ
る
と
考
え
ま
す
と
さ
、
こ

の
計
画
推
進
の
も
つ
意
義
は
、
た
だ
長

浜
町
だ
け
で
な
く
、
周
辺
地
域
の
限
り

な
い
振
興
発
展
の
た
め
に
も
よ
り
大
き

い
も
の
が
あ
る
と
存
じ
ま
す
。
私
ど
も

議
会
は
、
町
理
事
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
町
民
の
皆
様
と
一
体
に
な
り
、
い

か
な
る
険
し
い
局
面
を
も
英
知
と
勇
気

を
結
集
し
、
努
力
を
傾
注
し
て
、
昭
和

四
十
九
年
が
本
町
将
来
の
躍
進
と
希
望

に
満
ち
た
よ
り
豊
か
な
郷
土
，
つ
く
り
、

心
豊
か
な
人
命
つ
く
り
へ
の
意
義
あ
る
年

で
あ
る
こ
と
を
念
願
い
た
し
ま
す
と
共

に
、
皆
様
御
一
家
の
御
繁
栄
と
御
多
幸

を
心
か
ら
お
祈
り
申
上
げ
ま
す
。
年
頭

に
際
し
今
後
一
層
、
町
民
皆
様
方
の

御
支
援
と
御
協
力
を
切
に
お
願
い
申
上

げ
ま
し
て
、
町
議
会
を
代
表
し
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

~ e 守d礼

児
童
手
当
支
給

範
囲
広
が
る

一
月
か
ら
受
付

昭
和
田
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
児
章

手
当
の
支
給
範
囲
が
広
が
り

十
八
才
未
満
の
児
童
を
三
人
以
上
養

育
(
一
人
以
上
は
義
務
教
育
終
了
前
の

児
童
が
い
る
こ
と
が
条
件
)
し
て
い
る

人
に
児
童
手
当
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
(
こ
れ
ま
で
は
十
才
未
満

)

Q

一
月
か
ら
受
付
を
始
め
ま

す
Q

く
わ
し
く
は
役
場
住
民
課
へ
。

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
?

つ
ぎ
の
よ
う
な
手
当
や
年
金
制
度
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
御
存
知
な
い

方
が
あ
る
よ
う
で
す
。
ソ
ン
を
な
さ
ら

な
い
よ
う
に
・
。
く
わ
し
く
は
役
場
住

民
課
へ
。

。
児
章
扶
養
手
当

父
親
と
生
活
を
共
に
で
き
な
い
児

童
に
つ
い
て
そ
の
児
童
を
監
護
す
る
母

も
し
く
は
養
育
者
に
は
子
当
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

。
特
別
児
童
扶
養
手
当

重
度
の
障
害
を
有
す
る
た
め
に
日
常

生
活
に
常
時
介
護
を
要
す
る
二
十
才
未

満
の
児
童
を
家
庭
に
お
い
て
養
育
し
て

い
る
家
庭
に
は
手
当
が
支
給
さ
れ
ま

す。O
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制

度
保
護
者
が
毎
月
掛
金
を
支
払
う
こ
と

に
よ
り
保
護
者
が
死
亡
、
廃
疾
し
た
場

合
、
障
害
者
に
対
し
終
生
年
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
(
加
入
資
格
日
心
身
障
害
者

を
扶
養
し
て
い
る
四
十
五
才
未
満
の

人
。
)
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b 
A) 

盛

田

日

i
ロ
月

2
日

町

で

翻

は

、

こ

れ

か

ら

の

長

浜

町

を

盤

背

負

う

町

内

在

住

の

勤

労

青

酪

年

に

、

県

外

の

生

活

、

産

盟

業

、

教

育

、

文

化

を

見

て

盛

頂

き

、

地

域

振

興

に

役

立

璽

て

て

頂

こ

う

と

い

う

ね

ら

翠

い

の

も

と

に

、

昨

年

か

ら

額

「

勤

労

青

年

圏

内

研

修

」

を

盟

実

施

し

て

お

り

、

昨

年

と

今

盤

年

は

東

北

・

北

海

道

方

面

へ

盈

の

研

修

を

実

施

し

た

が

、

週

二

十

八

日

、

こ

ん

ど

は

そ

留

の

と

き

の

研

修

地

で

あ

る

北

盤

海

道

河

東

郡

の

勤

労

青

年

間

盟

内

研

修

生

の

一

行

ゴ

一

十

四

人

翠
が
、
主
に
ミ
カ
ン
農
家
を
中
心
と
し
た

趨
長
浜
町
の
農
業
を
研
修
す
る
た
め
来

蕊
町
、
十
二
月
二
日
ま
で
滞
在
し
、
ミ

理
カ
ン
農
家
ゃ
い
ν
イ
タ
ケ
栽
培
農
家
に
民

璽
宿
し
て
実
習
す
る
と
と
も
に
、
町
内
の

趨
青
年
た
ち
と
の
交
換
を
通
し
て
研
修
し

国
民
ゲ

た。
一
戸
行
は

二
十
八
日

長
浜
入
り

ま
ず
中
央

公
民
館
で

増
田
助
役
ら
か
ら
の
観
迎
の
あ
い
さ

つ
、
長
浜
町
の
農
家
の
実
情
な
ど
を
聞

い
た
あ
と
、
町
内
の
ミ
カ
ン
や

ν
イ
タ

ケ
農
家
な
ど
十
七
戸
(
平
均
一
戸
に
二

人
)
に
分
散
民
宿
し
て
実
施
研
修
を
し

た。
今
坊
の
ミ
カ
ン
農
家
・
津
田
龍
雄

さ
ん
方
に
民
宿
し
た
一
研
修
生
は
、

「
平
た
ん
地
で
し
か
仕
事
し
た
こ
と
が

な
い
の
で
、
足
も
と
が
大
変
だ
ネ
」

「
こ
ん
な
に
一
つ
一
つ
手
を
使
っ
て
す

る
仕
事
は
余
り
し
な
い
の
で
、
予
想
以

上
に
大
変
だ
、
マ
イ
ッ
タ
よ
」
と
一
言
っ

て
い
た
。

ま
た
、
出
海
の
ミ
カ
ン
農
家
・
井
上

勉
さ
ん
方
に
民
宿
し
た
研
修
生
の
ひ
と

り
は
、
「
こ
こ
の
十
町
!
と
、
北
海
道
の

一
か
の
収
益
が
同
じ
く
ら
い
で
す
ね
」

と
、
面
積
の
割
合
い
で
み
る
生
産
性
の

高
さ
に
感
心
し
て
い
た
。

北
海
道
か
ら
研
修
生

慣
れ
ぬ
傾
斜
地
で
ミ
カ
ン
摘
み

『イヤーまいったまいった』

「急坂や狭い畑での仕事は初め

てだが，よい経験」 と。

(今坊圃津田龍雄さんのミカン園で)

11 
月

過
去
を
み
て

現
在
を
考
え

未
来
を
豊
か
な
も
の
に

b 
五遺

品

♂
~
の
欄
は
別
記
レ
ポ
ー
ト
以
外
の
も
の
を
日
に

ち
順
に
簡
単
に
報
告
し
た
も
の
。
保
健
衛
生
事
業

は
省
く
。

1
日
:
白
ー
借
地
区
で
第
二
次
林
業
構

造
改
善
事
業
の
説
明
会
開
く
。

2
日
・
①
豊
茂
地
区
敬
老
会
行
う
。

対
象
者
九
十
四
人
の
う
ち
約
六
十
人
出

席
(
出
席
率
約
六
四
割
叶
)
②
豊
茂
地
区

で
第
二
次
林
業
構
造
改
善
事
業
説
明
会

開
く
。5

日
・
・
①
長
浜
町
議
会
が
町
管
理
施

設
を
視
察
②
定
例
の
民
生
委
員
会
開
き

独
居
老
人
対
策
や
重
度
心
身
障
害
児
家

庭
の
訪
問
を
行
う
こ
と
な
ど
に
つ
い
て

協
議
③
長
浜
町
防
犯
相
談
所
長
会
関
与
己

少
年
の
非
行
化
防
止
に
つ
い
て
協
議
④

櫛
生
地
区
で
第
二
次
農
業
構
造
改
善
事

業
の
説
明
会
開
く
。

7
日
・
・
・
①
長
浜
町
職
員
資
格
試
験
の

面
接
試
験
行
う
。
二
ト
九
人
受
験
②
山

口
県
東
和
町
教
育
委
員
五
人
が
長
浜
中

学
校
を
視
察
。

8
日
・
①
長
浜
町
P
T
A
連
合
会
の

評
議
員
会
開
き
、
給
食
施
設
設
置
の
推

進
方
法
な
ど
協
議
す
る
と
共
に
、
宇

和
町
給
食
セ
ン
タ
ー
の
視
察
や
P
T
A

研
究
会
に
出
席
し
て
の
反
省
を
行
う

②
白
滝
生
活
学
校
開
く
。
十
八
人
出

席
。
家
庭
電
気
機
具
の
取
扱
い
方
の
学

習
と
料
理
実
習
行
う
。

9
日
県
西
工
課
の
係
員
が
土
木
町
し

内
時
四
部
工
場
地
の
適
地
調
査
行
う
。

叩
日
-a-
①
白
滝
地
区
三
老
人
ク
ラ
ブ

秋
季
総
会
開
き
、
今
年
度
上
半
期
の
経

過
報
告
を
も
と
に
意
見
を
交
換
②
青
年

大
学
開
く
。
同
大
学
生
五
十
五
人
の
う

ち
二
十
二
人
出
席
。
経
済
成
長
と
国
民

生
活
に
つ
い
て
学
習
③
大
和
公
民
館
の

部
落
館
長
研
修
会
閉
ま
、
公
民
館
活
動

と
生
涯
教
育
に
つ
い
て
な
ど
研
修
。

位
日
，

a

①
長
浜
町
老
人
家
庭
相
談
員

の
会
開
会
、
、
独
居
老
人
の
事
故
防
止
に

つ
い
て
協
議
検
討
③
長
浜
幼
児
学
級
開

く
。
約
二
十
五
人
出
席
。
幼
児
の
心
理

に
つ
い
て
学
習
。

幻
自
'
①
町
内
の
上
水
道
の
配
水
管

敷
設
替
え
工
事
及
び
新
設
工
事
の
入

札
行
う
。
②
米
の
生
産
調
整
打
合
会
開

き
、
経
過
報
告
を
行
ラ
と
共
に
今
後

の
現
地
確
認
に
つ
い
て
な
ど
協
議
。

件
目
白
滝
保
育
所
母
の
会
講
演
会

開
く
。
五
十
人
出
席
。

旬
日
:
長
浜
公
民
館
の
部
落
館
長

研
修
会
開
く
o

部
落
館
活
動
推
進
に
つ

い
て
研
究
討
議
。

村
山
田
①
長
浜
町
読
書
推
進
研
究
大

27日 青年団主催の町政懇談会聞く
将来の畏浜，今後の農業問題に話題が集中していた

会
開
く
。
約
二
百
五
十
人
参
加
。
読
書

グ
ル
ー
プ
を
ど
の
よ
う
に
し
て
つ
く
る

か
-
親
子
読
書
を
す
す
め
る
に
は
ど
ち

し
た
ら
よ
い
か
・
こ
れ
か
ら
は
ど
ん
な

本
を
読
ん
だ
ら
よ
い
か
1

の
三
点
を
テ

ー
マ
に
研
究
討
議
行
う
②
長
浜
婦
人
学

級
聞
く
。
二
十
六
人
出
席
。
電
気
器
具

の
選
び
方
、
安
全
で
上
手
な
電
気
の
使

い
方
に
つ
い
て
学
習
③
町
内
の
事
業
所

を
対
象
に
、
源
泉
徴
収
手
当
調
整
の
説

明
会
開
く
。

お
臼
・
:
白
滝
る
り
姫
祭
り
開
催
。
約

三
千
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ
う
。

お
日
・
①
山
口
県
の
町
村
長
が
長
浜

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
状
況
な
ど

視
察
の
た
め
来
町
②
文
化
財
専
門
委
員

会
開
き
、
戒
川
の
三
島
神
社
周
辺
の
樹

木
及
び
草
、
及
び
同
地
区
樫
谷
に
あ

っ
た
道
し
る
べ
の
文
化
財
指
定
に
つ

い
て
検
討
、
そ
の
結
果
、
具
体
的
な
調

査
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
よ
り
決
定
す

る
よ
う
決
ま
る
③
=
長
浜
町
農
業
委
員
会

開
く
。U

日
:
・
①
老
人
ホ

1
ム
白
山
閣
の
お

年
寄
り
約
二
十
人
を
一
般
家
庭
や
公
民

館
に
招
品
目
、
「
敬
老
の
家
L

を
実
施
②
長

浜
町
連
合
青
年
団
が
町
政
懇
談
会
聞

く
。
団
員
約
四
十
人
出
席
。
町
か
ら
増

田
助
役
出
席
③
長
浜
中
学
校
集
団
カ
ゼ

発
生
の
た
め
午
後
か
ら
二
十
九
日
ま
で

休
校
。お

日
'
柴
家
庭
教
育
学
級
開
く
。
婦

人
ら
約
二
十
人
出
席
。
純
潔
教
育
に
つ

い
て
学
習
。

mu
日
・
①
長
浜
町
商
工
課
長
、
大
洲

市
観
光
課
長
、
双
海
町
開
発
課
長
の
三

者
で
、
査
神
山
(
戒
川
)
の
観
光
開
発

に
つ
い
て
協
議
。
そ
の
結
果
、
士
宮
村
山

開
発
協
議
会
(
仮
称
)
と
い
っ
た
も
の

を
つ
く
っ
て
、
同
地
の
観
光
診
断
を
行

う
こ
と
に
決
ま
る
②
長
浜
小
学
校
集
団

カ
ゼ
発
生
の
た
め
、
午
後
か
ら
十
二
月

二
日
ま
で
休
校
。

そ
の
他
十
一
刀
の
心
配
ご
と
相
談

所
利
用
者
一
人
。
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表

彰

が
み
ご
と
グ

農
林
大
臣
賞

上

田

さ

ん

シ

イ

タ

墨謹謹謹窓璽量

晶
一
旦
茂
の
上
回
虎
雄
さ
ん
(
五
二
)
の

出
品
し
た
vv
イ
タ
ケ
が
、
去
る
五
月
二

十
一
日
、
松
山
市
で
開
か
れ
た
「
愛
媛

県
し
い
た
け
共
進
会
」
で
、
み
ご
と
最

一
一
品
賞
グ
農
林
大
臣
賞
グ
に
入
賞
。
十
一

月
二
十
三
日
東
京
の
明
治
神
宮
で
お
こ

な
わ
れ
た
「
に
い
な
め
祭
典
」
で
の
受

賞
式
の
席
上
、
桜
内
農
林
大
臣
か
ら
表

彰
さ
れ
た
。

幽轍蝿盟盤醐広報ながはま幽騨翻蝿醐醐酎爾轍頚 醗

ケの

表彰状を手に喜郡の上回さλ

表
彰
の
あ
と
、
各

県
の
受
賞
者
と
と
も

に
県
下
で
は
た
だ
一

人
、
農
林
大
臣
ら
出

席
の
も
と
に
聞
か
れ
る
「
集
荷
を
感
謝

す
る
集
い
」
や
、
皇
居
参
観
な
ど
へ
の

招
待
を
受
け
出
席
さ
れ
た
。

上
回
さ
ん
は
、
去
る
五
月
八
日
に
開

い
た
「
長
浜
町

νイ
タ
ケ
共
進
会
」
に

出
品
し
た

νイ
タ
ケ
(
こ
う
し
ん
の

部
)
が
特
賞
と
な
り
、
長
浜
町
代
表
で

県
共
進
会
に
出
品
し
、
同
賞
に
輝
い
た

も
の
。

中
小
中
争
中
帯

池
田
さ
ん
ら
白
人

献
血
協
力
で
|

門
日
本
赤
十
字
社
表
彰
〕

献
血
叩
回
以
上

池
田
帝
子
(
長
浜
)
、
井
上
清
(
黒

田
)
、
植
杉
岳
志
(
櫛
生
)
、
二
宮
幸

則
、
渡
辺
ス
ミ
エ
(
以
上
下
須
戒
)
、

児
玉
俊
二
(
白
滝
)
。

門
愛
媛
県
知
事
表
彰
〕

献
血
5
回
以
上

山
本
太
、
林
悦
子
、
矢
野

νズ

ヵ
、
吉
岡
節
子
、
石
本
紀
美
子
、
宮
本

啓
子
、
尾
上
真
也
(
以
上
長
浜
)
、
東

正
一
、
東
満
子
、
石
田
辰
見
(
以
上

黒
田
)
、
明
智
恵
子
、
浪
本
忠
則
、
岡

本
英
子
(
以
上
沖
浦
)
、
松
本
嘉
久
、

山
田
ミ
サ
子
、
西
村
健
(
以
上
出

海
)
、
下
回
容
子
(
下
須
戒
)
、
菊
地

洋
一
(
穂
積
)
、
叶
義
章
(
上
老

松
)
、
亀
田
哲
久
、
松
田
吉
幸
、
増
田

勝
敏
(
以
上
豊
茂
)
、
成
田
篤
泰
、
日

野
友
義
、
窪
エ
ミ
、
新
鈴
子
(
以

上
白
滝
)

寄
付

。
白
滝
保
育
所
後
援
会
・
野
菜
調
理
機

(
四
万
二
千
円
)
一
台
を
白
滝
保
育

所
へ
。ψ12 住

所

/
『
長
浜

¥
戸
保
内
町

ぺ
/
」
…
櫛
生

ド
¥
〕
櫛
生

?

『

長

浜

〈

戸

今

坊

/
」
下
須
戒

¥
プ
松
山
市

ん
守
A
V新

プ
下
ツ

木
刀

は
の

プ
ん

ト
子

の
笑

月
間

口
石

氏
名
・
婚
姻
居
時
年
齢

木
下
新
一
(
二
九
)

石
岡
笑
子
(
二
五
)

清
水
敏
一
合
一
九
)

築

地

玉

江

つ

二

)

重
岡
克
己
(
二
二
)

矢
間
純
子
(
二
三
)

谷
口
寅
雄
(
一
二
二
)

真
田
道
代
会
一
二
)

訂
正
本
紙
十
一
月
号
の
八
ペ
ー
ジ
一

一
の
「
寄
付
」
の
欄
で
、
。
仁
久
の
佐
一

伯
冨
士
夫
さ
ん
(
四
一
一
)
友
石
甫
さ
一

ん
(
四
一
)
、
今
治
市
在
住
(
仁
久
一

出
身
)
の
島
田
寅
男
さ
ん
(
四
九
)
一

一
.
「
長
浜
分
団
第
二
部
ポ
ン
プ
蔵
置
一

一
所
敷
地
に
・
」
と
、
土
地
十
七
・
五
一

一
し
ハ
平
方

M
を
町
へ

l
と
お
知
ら
せ
し
一

一
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
寄
付
者
名
一

一
が
、
「
仁
久
地
区
(
一
区
・
二
区
・
一

二
二
区
)
」
の
誤
り
で
し
た
。
御
訂
正
一

一
く
だ
さ
い
。

?
『
長
浜
馬
場
主
義
(
♂
二
)

ハ
¥
戸
三
間
町
薬
師
寺
妙
子
(
二

O
)

?
『
豊
茂
菊
地
邦
求
(
二
八
)

C
N
須
沢
石
田
さ
と
子
(
二
四
)

?
}
白
滝
中
野
源
一
(
二
十
ハ
)

や
¥
〕
長
野
県
高
見
漂
か
の
江
(
一
一
四
)

?

}

柴

山

中

誠

男

(

二

五

)

ハ
¥
〕
重
信
町
山
石
田
良
子
(
二
三
)

?
}
大
洲
市
成
岡
邦
夫
(
二
七
)

わ
¥
〕
柴
山
本
一
房
子
(
二
一
)

お
誕
生
お
め
で
と
う
N

長住

竹
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

続

柄

児

名

三
男
祐
子
一

浜所

保
護
者
氏
名

問
調
嘉
太
郎

楽は苦の種苦は楽の種，楽の終

ったところが苦であり，苦の終っ

たところが楽であることは少し物

を考える人なら誰でも気づく人生

の常態であるA明けて昭和初年，

四十九は「始終苦」とか「死十

苦」とかこじつけて忌み嫌う習慣

があるが，諸行は無常，水遠の楽

もなければ永遠の苦があるはずも

ない。永遠に苦しみが続くといラ

無関地獄も，永遠の楽しみが与え

られるという天国や極楽浄土も人

間が勝手に描きだした幻に過ぎま

いム新年を迎えてこのことが分っ

ただけでもおE月の意義はまこと

に大きかったとすることができょ

うが，さらにもう一歩進めて考え

て見てはどラか。あらゆる苦しみ

け、こうありたいと心にきめておる

目標を実現するための努力に置き

替えて見よラ。人一倍の努力は一

応は苦しくとも大願成就の喜びを

前提とした楽しみを秘めた苦労で

あるムあなた任せの無目的な生活

を送るものにはこの苦しみを楽し

みに変えるすべはない。それは呂

的と計画を持つ者だけの特権で

ある C ここに一年の計は元旦にあ

りという大きな意義があらためて

見直されるではないかA四十九年

を始終楽年に置きなおして，物資

不足も物価高も吹き飛ばしてみよ

うではないか。

白豊下出 沖沖
須

滝茂戒海浦 j甫

長長長 二長
女女女男男男

岡

義

也

次

家

弘

志

後
藤

v
v
ヲ
子

松
本
千
代
守

小
西
貫
一

成

田

滋

ー千清大 直智
江絵己輔人也

(1豊須櫛今沖長長長住

お
く
や
み

什
月
届
出
八
万
(
敬
称
略
)

所
氏
名
・
死
亡
時
年
齢

浜
小
谷
喜
士
口
(
五
七
)

浜
石
岡
ゴ
モ
ト
(
八
九
)

浜
一
布
丸
ト
リ
(
八
四
)

浦
泉
久
治
郎
(
八
五
)

坊
宮
田
善
一
郎
(
七
九
〕

生
中
間
重
日
目
(
四
四
)

沢
潰
田
フ
ユ
ノ
(
七
七
)

茂
冨
田
ミ
ス
ヱ
(
七
五
)

滝
大
塚
好
子
(
四
九
)

人口世帯数

楽しく住みよい町・豊かで働きがいのある町

・美しい人情と文化の町ーをつくり，人口をふやしましょう n

1竺1B戸型空竺空宇|
14，115人 I 4人減 | 

口 (男6，686人ii ( ~人増) ! 

h女7，429人) ¥ 8人減/

3，968世帯| 7世帯減

人

世帯数
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